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２０１８年３月期 

決算概況 
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5,880 

6,707 

総合 
エネルギー 

産業ガス 

・機械 

マテリアル 
自然産業 

その他 

+453 

+12 

+827 
(+14.１%) 

+127 
+199 

+35 

18年３月期 
通期実績 

売上高増減 

増収の要因分析 
（単位：億円） 

17年３月期 
通期実績 

  
2018年 
3月期 
実績 

2017年 
3月期 
実績 

前年比 
（増減額） 

2018年 
3月期 

通期予想 
（2/7発表） 

売上高 6,707 5,880 +827 6,650 

売上 
総利益 

1,680 1,615 +64 - 

営業利益 271 250 +21 265 

営業外損益 22 17 +4 20 

経常利益 294 268 +25 285 

親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

175 165 +10 170 
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ＬＰガス輸入価格の変動による増減益効果（イメージ） 

産油国 当社ＬＰＧ輸入基地 LPガスユーザー 

法定備蓄期間：4０日 

約３か月 

上昇局面 安い在庫を高値で販売 

ＬＰガス輸入価格 

原価の基準 

売値の基準 

増益効果 

下落局面 高い在庫を安値で販売 

原価の基準 

売値の基準 

減益効果 

※在庫量・ 販売時期・販売数量等によって実際の業績への影響は変動します 

①卸売価格は 
 ＬＰガス輸入価格に連動 前提 

（約３か月） 

（約３か月） 

卸売価格 ∝ ＬＰガス輸入価格 

②輸入～販売の期間は約３ヶ月 

短期的に業績に影響が生じる（市況要因の発生） 

（ＬＰガス輸入価格が元の水準に戻れば影響はゼロ）※ 

（中東玉（ＣＰ）と米国玉（ＭＢ）で構成） 

ＬＰガス輸入価格 

ＬＰガス輸入
価格が変動 
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250 

271 
総合 

エネルギー 

産業ガス 

・機械 

マテリアル 
自然産業 

その他 

△24 

+0.6 

+21 
(+8.6%) 

+32 +11 +1 

18年３月期 
通期実績 

営業利益増減 

増益の要因分析 

17年３月期 
通期実績 

（単位：億円） 

  
2018年 
3月期 
実績 

2017年 
3月期 
実績 

前年比 
（増減額） 

2018年 
3月期 

通期予想 
（2/7発表） 

売上高 6,707 5,880 +827 6,650 

売上 
総利益 

1,680 1,615 +64 - 

営業利益 271 250 +21 265 

営業外損益 22 17 +4 20 

経常利益 294 268 +25 285 

親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

175 165 +10 170 
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全指標で目標達成 

項目 
ＰＬＡＮ１８ 

目標値 
2017年度 

実績 
達成 
可否 

経常利益 240億円  294億円 

ＲＯＡ 
（総資産経常利益率） 5.5％以上      6.6％  

ＲＯＥ 
（自己資本利益率） 10.0％以上    12.2％ 

PLAN18の経営数値目標 
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総合エネルギー事業 営業利益増減分析 

卸売部門の 
販売増加 

小売部門の 
収益性低下 その他 

約１億円 

13,524 

15,939 市況要因 
による減益 

約２０億円 
約３億円 

民生用ＬＰガス 

・カセットこんろ・ボンベ 
 の収益性低下（△２億円） 
 
・ガス関連機器の販売増加 
 （＋１億円） 

約３億円 

１８年３月期 
実績 

１７年３月期 
実績 

約２億円 

工業用ＬＰＧの 
販売増加 

△2,415
（△15.2%） 約１億円 

輸入フレート 
コストの増加 

（単位：百万円） 

第１Q 第２Q 第３Q 第４Q 通期 

当期 △8 △12 ＋28 △3 ＋5 

前期 △6 △7 ＋8 ＋30 ＋25 
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2,894 
2,721 

3,174 

2,780 

2015年度 2016年度 2017年度 ＰＬＡＮ18 

計画値 

90 

159 
135 

128 132 134 130 

2015年度 2016年度 2017年度 ＰＬＡＮ18 

計画値 

※市況要因 
 ±0の計画 

市
況
要
因
除
く 

（億円） 

（億円） 

売上高 

営業利益 

①積極的なＭ＆Ａ推進による 
  消費者戸数の拡大 
 

 （LPガス直売顧客数） 
   2015年度 86万戸 ⇒ 2017年度 90万戸 

②電力・都市ガス小売自由化に対応した  
  事業機会の創出 
 

 ・関東・首都圏エリアにおける電力小売事業への参入 
 （顧客獲得数）   2017年度 1.5万戸 
 （売上）       2017年度 12億円 
 ・近畿・中部エリアにおける都市ガス事業への参入 
                 ［保安業務、機器販売］ 
 （都市ガス保安顧客数）2017年度 40万戸 
 （売上）         2017年度 5億円 ※ガス機器販売実績 

③Ｂ to C商材の充実による 
   生活総合サービス事業の推進 
 

 ・新商品の投入 
   やきまる        2017年度 239千台  
 ・カセットこんろ・ボンベの拡販 
   （国内シェア） 2015年度 ⇒ 2017年度 
     こんろ       65％     ⇒   75％ 
     ボンベ       40％   ⇒   45％ 

主な戦略 

総合エネルギー事業 ＰＬＡＮ１８振り返り 
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産業ガス・機械事業 営業利益増減分析 

+3,217 
（+47.5%） 

約960百万円 
約480百万円 

約1,500百万円 

＜ｴｱｾﾊﾟﾚｰﾄｶﾞｽ＞ 
販売増加 

＜その他ガス＞ 
各種ガス 

国内外で伸長 

＜機械設備等＞ 
販売増加 

9,988 

約310百万円 

約30百万円 

＜水素事業＞ 
水素ステーション 
関連費用増加 

＜ヘリウムガス＞ 
コンテナ費用減少、 
海外での販売数量 

増加等 

6,771 

酸素 

窒素 

アルゴン 

１８年３月期 
実績 

１７年３月期 
実績 

半導体設備 

プレス機 

電子部品  
製造装置 

液化水素販売            （ ＋60百万円） 

水素関連設備販売      （  ＋20百万円） 

水素ステーション関連費用 （△110百万円） 

（単位：百万円） 
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主な戦略 

1,644 1,663 1,791 1,760 

2015年度 2016年度 2017年度 ＰＬＡＮ18 

計画値 

76 
67 

99 
78 

2015年度 2016年度 2017年度 ＰＬＡＮ18 

計画値 

（億円） 

（億円） 

・液化水素製造能力の増強 
（製造能力） 
  8千万ｍ3/年 ⇒ 1億ｍ3/年に拡大 
・新規顧客獲得による液化水素の販売増加 
（液化水素販売数量） 
   2015年度 45百万ｍ3 ⇒ 2017年度 59百万ｍ3   
・水素ステーション23ヶ所の整備完了 

 ・カタール断交時も安定供給を継続 
 ・海外を中心に直売拡大 
  ⇒海外のヘリウム販売数量は2015年度と比べ、 
    2017年度実績は2.2倍に伸長 
     

③国内シリンダービジネスを核とした 
  小売分野の強化 

①国内シェア100％の液化水素を軸とした 
  水素事業の拡大 

②世界生産量の８％を占めるヘリウムの 
  供給力を活かしたシェア拡大と直売強化   

（エアセパレートガス販売数量）  
  2015年度 13億ｍ3 ⇒ 2017年度 15億ｍ3 
 

売上高 

営業利益 

産業ガス・機械事業 ＰＬＡＮ１８振り返り 
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マテリアル事業 営業利益増減分析 

１７年３月期 
実績 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ向け 
機能性フィルムの 

販売増加 

金属製品の 
販売減少 

約140百万円 

その他 

4,352 

3,179 
（+36.9%） 

+1,173 

約400百万円 
約820百万円 

環境配慮型 

ＰＥＴ樹脂の 

研究開発費増  

チタン・ジルコン 

などの市況回復 

１８年３月期 
実績 

約10百万円 

約100百万円 

（単位：百万円） 
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主な戦略 

1,259 
1,152 

1,351 1,400 

2015年度 2016年度 2017年度 ＰＬＡＮ18 

計画値 

38 
31 

43 39 

2015年度 2016年度 2017年度 ＰＬＡＮ18 

計画値 

（億円） 

（億円） 

・2017年６月より西豪州鉱物原料事業の 
  新鉱区を稼働 

・機能性フィルム（衝撃吸収材）の販売拡大            
（売上） 
   2015年度 9億円 ⇒ 2017年度 18億円 

①中長期の視野に立った資源ビジネス 
   の推進 

②スマートフォン関連等の 
  高付加価値商材の拡販 
 

③バイオ燃料やバイオPET等の 
   環境商品の拡販 
・ＰＫＳの販売拡大 
（販売数量） 
   2015年度 3万トン ⇒ 2017年度 11万トン 
（売上） 
   2015年度 ５億円 ⇒ 2017年度 12億円 
・バイオPET樹脂を大手飲料メーカーへ拡販 
（売上） 
      2015年度 0.7億円 ⇒ 2017年度 ５億円 
 

売上高 

営業利益 

マテリアル事業 ＰＬＡＮ１８振り返り 
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自然産業事業 営業利益増減分析 

1,319 
1,209 

約10百万円 

環境衛生部門の 
販売増加 冷凍野菜・ 

コンビニ向け食材
の販売増加 

約20百万円 

畜産設備の 
販売増加 

約80百万円 

（+9.1%） 

+110 

（単位：百万円） 

１７年３月期 
実績 

１８年３月期 
実績 
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主な戦略 

285 268 
303 

350 

2015年度 2016年度 2017年度 ＰＬＡＮ18 

計画値 

12 12 13 14 

2015年度 2016年度 2017年度 ＰＬＡＮ18 

計画値 

（億円） 

（億円） 

①当社独自の冷凍技術を活かした事業や 
  植物工場などの新規事業展開 
 

 ・冷凍食品の拡販 
 （販売数量） 
   2015年度 34千トン ⇒ 2017年度 38千トン 
 

 ・省力化ニーズに対応した冷凍野菜の拡販 
 （売上） 
   2015年度 63億円 ⇒ 2017年度 69億円 
 
 
②国内で１０％シェアを持つ 
  種豚事業の強化によるシェア拡大 
 ・種豚の拡販によりシェアアップ 

 （国内シェア） 
   2015年度 10％ ⇒ 2017年度 12％ 

 
③国産高級食材・健康食品の国内外での 
    事業拡大 
 

 ・国産高級食材・健康食品の海外への輸出を開始 

売上高 

営業利益 

自然産業事業 ＰＬＡＮ１８振り返り 
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2018年 
3月末 

2017年 
3月末 

前期末比 
増減額 

主な増減理由 

流動資産 1,945 1,844 +101 
冬場のCPが前期と比べ高かったことによる
売上債権、棚卸資産の増加 

有形固定資産 1,602 1,566 +36 液化水素プラント増設などへの投資 

無形固定資産 176 156 +19 

投資その他の資産 829 779 +50 
株式市場の上昇に伴う 
投資有価証券の増加 

固定資産 2,608 2,502 +106 

総資産 4,554 4,346 +207 

流動負債 1,785 1,822 △37 
冬場のCPが前期と比べ高かったことにより
仕入債務が増加も、短期借入金が減少 

固定負債 1,110 1,075 +34 長期借入金の増加 

負債 2,895 2,898 △2 

自己資本 1,544 1,344 +199 （自己資本比率 33.9％） 

非支配株主持分 114 104 +10 

純資産 1,659 1,448 +210 

負債・純資産 4,554 4,346 +207 

貸借対照表（連結） 
（単位：億円） 
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2018年3月期 

実績 

2017年3月期
実績 

前年比 

（増減額） 

営業キャッシュ・フロー 285 372 △87 

投資キャッシュ・フロー △264 △303 +39 

フリー・キャッシュ・フロー 20 68 △47 

財務キャッシュ・フロー  △63 △81 +17 

換算差額等 8 △3 +11 

現預金等の増減額 △ 34 △16 △17 

キャッシュ・フロー計算書 

（単位：億円） 

現預金等の期首残高 212 228 △16 

現預金等の期末残高 177 212 △34 

※1 「換算差額」「連結の範囲の変更に伴う増減額」「非連子会社との合併に伴う増加額」の合計を表示しております。 

※2 「現預金等の期首残高」と「現預金等の期末残高」の差額を表示しております。 

※1 

※2 
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２０１９年３月期  

通期業績予想 
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（単位：億円） 

  
2019年3月期 

業績予想 
2018年3月期 

実績 
前年比 

（増減額） 
前年比 
（％） 

売上高 7,350 6,707 +642 +9.6% 

総合エネルギー事業 3,380 3,174 +205 +6.5% 

産業ガス・機械事業 1,950 1,791 +158 +8.9% 

マテリアル事業 1,600 1,351 +248 +18.4% 

自然産業事業 350 303 +46 +15.2% 

その他 70 86 △16 △19.4% 

営業利益 284 271 +12 +4.4% 

総合エネルギー事業 144 135 +8 +6.5% 

産業ガス・機械事業 100 99 +0 +0.1% 

マテリアル事業 46 43 +2 +5.7% 

自然産業事業 14 13 +0 +6.1% 

その他・調整額 △ 20 △ 19 △0 － 

経常利益 300 294 +5 +2.0% 

親会社株主に帰属する当期純利益 180 175 +4 +2.4% 

２０１９年３月期 通期業績予想  

想定レート     為替 １１０円／＄    ＬＰガス輸入価格 ５１０＄／㌧ 
※2019年3月期よりセグメント区分を変更しておりますが、2018年3月期実績については変更前の数値としております。 
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25 

40 

30 

35 35 35 35 

40 40 

55 55 

09年3月期 10年3月期 11年3月期 12年3月期 13年3月期 14年3月期 15年3月期 16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年3月期 

（予定） 

48.8% 

36.0% 

23.8% 

16.2% 

21.3% 

16.5% 

27.8% 

15.9% 

11.9% 

15.4% 15.0% 

配当方針  

株主還元について（連結） 

・継続的かつ安定的な配当の実施が基本方針 

・業績や経営環境を勘案しつつ適正な利益還元を実施 

※2 

連結配当性向 
（％） 

1株当たり 
配当金（円） 

※１ 2009年3月期～2017年3月期の配当については、2017年10月の株式併合（5株→1株）の影響を考慮した金額 
※２ うち記念配当15円含む（株式併合の影響を考慮） 

※1 
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中期経営計画 

「ＰＬＡＮ２０」 
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１）外部環境・事業環境 

【国内】 景気はゴールデンサイクルを迎え拡大 

【海外】 先進国・新興国共に堅調な成長 

・ＡＩ、ＩｏＴ、ロボットの技術革新 
・東京オリンピック・パラリンピック 
・少子高齢化 
・消費税引き上げ 

・米国の法人減税、インフラ投資、保護主義 
・中国の内需拡大、金融リスク 
・インド・東南アジアの内需拡大 
・北朝鮮・中東の地政学リスク 
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１）外部環境・事業環境 

• ＯＰＥＣ減産と米シェールオイル増産が相殺し、原油価格は上値の重い展開と予測 

• 中国、東南アジア、インドのＬＰガス需要拡大もあり、ＬＰガス価格は２０１７年度と

比べ高値の５１０ドル（１１０円／ドル）と想定 

• 電力・都市ガス小売自由化による競争激化と業界再編が加速 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス 

• パリ協定発効に伴う温室効果ガス削減への世界的な高まりを背景とした        

水素エネルギー、再生可能エネルギー等の資源エネルギー事業の飛躍 

• 世界的なハイドロジェンカウンシルの発足や、日本水素ステーションネットワーク合同会社

の設立など、エネルギー・運輸・製造業の先進企業による水素エネルギー社会に向けた

取り組みの加速 

水
素 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

• 鉱物資源の需要は、世界経済の拡大に伴い増加傾向 

• 特に、ＥＶ普及による関連資源需要が増加 

• 鉱物資源全般で、長らく続いた価格低迷期を脱し、回復基調が続くと想定 

鉱
物
資
源 
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２）テーマ・基本方針 

基本方針 

「成長戦略の推進」と「経営基盤の拡充」 

テーマ 

「進化」と「創造」 
エネルギー事業の更なる進化と顧客価値の創造 
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３）基本戦略 

基本戦略 

１．エネルギー事業の進化 
 ・エネルギー流通革命 
 ・水素エネルギー社会の推進 
 ・再生可能エネルギー事業の拡大 

 
２．海外を含めた新規事業の創造 
 ・産業ガス・機械事業とマテリアル事業の相乗効果による海外展開 
 ・成長分野での新規商材・サービスの開発 
 ・海外でのカートリッジガス事業の拡大 

  
３．環境・社会・ガバナンスへの取り組み強化 
 ・環境負荷の低減 
 ・産業・地域インフラを安心・安全に支える事業の推進 
 ・ガバナンスの強化（コンプライアンスの徹底） 
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４）経営数値目標 

項目 
2017年度 

実績 
PLAN20 
目標値 

経常利益 294億円 330億円 

ＲＯＥ 
（自己資本利益率） 12.2％ 10.0％以上 

ネットＤ／Eレシオ ０.73倍 ０.７倍 

【経営指標】 
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４）経営数値目標 

2017年度 
実績 

PLAN20 
目標値 

ＬＰガス直売顧客数  90万戸 100万戸 

国内外 
カセットこんろ・ボンベ販売数量 

こんろ 3,333千台 

ボンベ 103百万本 

こんろ 4,400千台 

ボンベ 137百万本 

エアセパレートガス販売数量 15億ｍ3 17億ｍ3 

液化水素販売数量 59百万ｍ3 90百万ｍ3 

【重要事業指標】 
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５）各セグメント計画値 

2017年度 
実績 

PLAN20 
計画値 

2017年度 
差 

総合エネルギー事業 3,174 3,730 +555 

産業ガス・機械事業 1,791 2,100 +308 

マテリアル事業 1,351 1,790 +438 

自然産業事業 303 380 +76 

その他・消去 86 80 △6 

全社計 6,707 8,080 +1,372 

億円 
【売上高】 
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５）各セグメント計画値 

2017年度 
実績 

PLAN20 
計画値 

2017年度 
差 

総合エネルギー事業 135 159 +23 

産業ガス・機械事業 99 107 +7 

マテリアル事業 43 52 +8 

自然産業事業 13 16 +2 

その他・消去 △19 △19 +0 

営業利益（全社計） 271 315 +43 

経常利益 294 330 +35 

親会社株主に帰属する当期純利益 175 200 +24 

億円 
【利益】 
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６）事業戦略   ①総合エネルギー事業 

3,174 
3,380 

3,730 

2017年度 

 

2018年度 

予想 

ＰＬＡＮ20 

計画値 

135 
144 

159 

130 

2017年度 2018年度 

予想 

ＰＬＡＮ20 

計画値 

※市況要因 
±0の計画 

（億円） 

（億円） 

主な戦略 

市
況
要
因
除
く 

①Ｍ＆Ａによる直売顧客数の拡大 
 （ＬＰガス直売顧客数） 
   2017年度 90万戸 ⇒ 2020年度 100万戸 
 

②ガス機器・生活商材(サービス)等の拡大 
 （売上） 
   2017年度 740億円 ⇒ 2020年度 900億円 
 

③新商品開発、新需要創出による 
   カートリッジガス事業の拡大 
 （国内販売数量（こんろ・ボンベ）） 
   2017年度 1,998千台・65百万本 
   ⇒ 2020年度 2,500千台・86百万本 
 （海外販売数量（こんろ・ボンベ）） 
   2017年度 1,335千台・38百万本 
   ⇒ 2020年度 1,900千台・51百万本 

売上高 

営業利益 
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６）事業戦略   ①総合エネルギー事業 

ＬＰガス直売顧客 都市ガス・電力顧客 

①Ｍ＆Ａによる直売顧客数の拡大 
②ガス機器・生活商材(サービス)等の拡大 

※サービス事業、電力などを含む 

① 

顧客１人当たり売上 

顧客数 

全国規模のプラットフォームを活用 

ガス機器 
生活商材※ 

ＬＰガス 
都市ガス 

販売網 物流網 保安網 

2017年度 90万戸 

⇒2020年度 100万戸 

■ 
■ 

既存 

新規 

90万戸 100万戸 

② ② 

<都市ガス保安顧客※> 

2017年度 40万戸 

⇒2020年度 80万戸 

  更なる業容拡大へ 
※電力会社の都市ガス顧客獲得数、 
  公表計画数より当社で算出 
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６）事業戦略   ①総合エネルギー事業 
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６）事業戦略   ①総合エネルギー事業 
③新商品開発、新需要創出によるカートリッジガス事業の拡大 

冬 冬 

1.新商品の開発と屋内外での春・夏需要の創出 

国内 

春・夏 
年月 

カセットこんろ・ボンベ販売量（イメージ） 

販売が落ち込む、春・夏の需要開拓が課題 
① Made in Japan製品の投入 

② 新商品による需要拡大 

1.中国市場における商品・販売戦略 

拡大する中国マーケットのニーズに沿った“商品力強化” 

・こんろ以外の商品を充実化させ、 
 アウトドア需要の拡大を図る 

    ・お客様のニーズに合った 
     新商品の開発 

カセットこんろ 
焼肉機器 ⇒鍋以外の需要 

ＢＢＱグリル 
⇒アウトドア需要 

春・夏需要を開拓する商品例 

2.グループ内のエヌ・ケイ・ケイ㈱との連携による 
                               エアゾール事業への進出 

③ 生産体制の強化 

④ 現地法人の販売網を活用することによる 
   新チャネルの開拓 

  ・珠海第2工場の建設 ⇒ 成長市場への対応 

・高付加価値商品の投入で 
 ブランドの価値を高める 

２.東南アジアへの事業展開 

海外 

発展途上地域へのカセットガス機器の拡販 
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６）事業戦略   ②産業ガス・機械事業 

1,791 
1,950 

2,100 

2017年度 2018年度 

予想 

ＰＬＡＮ20 

計画値 

99 100 
107 

2017年度 2018年度 

予想 

ＰＬＡＮ20 

計画値 

（億円） 

（億円） 

主な戦略 

①水素事業の拡大 
 ・水素エネルギー社会普及に向けた取り組み推進 
  （液化水素販売数量） 
    2017年度 59百万ｍ3 ⇒ 2020年度 90百万ｍ3 
 

②エアセパレートガスの拡販および 
  機械事業の拡大 
 （エアセパレートガス販売数量） 

   2017年度 15億ｍ3 ⇒ 2020年度 17億ｍ3 
 

③ヘリウム事業の収益力強化 
 ・国内外での直売強化 
  （ヘリウム直売数量は2017年度比1.2倍へ伸長） 
  ・コンテナ投資による安定供給能力の強化 
  ・コンテナ管理システムの活用による顧客サービス向上と 
    コストダウン 
 

④海外事業の拡大 
 ・成長産業への積極的な投資による事業規模拡大 
 ・欧米市場へ参入  
 

営業利益 

売上高 
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①水素事業の拡大 

６）事業戦略   ②産業ガス・機械事業 

大量で安価なCO2フリー水素源の獲得 

液化水素ターミナル 

石油＋CCS 

太陽光 

製造から輸入貯蔵機能へ 

コンビナートのエネルギー転換 

国内での液化水素製造 

副生ガス 精製 

水素エネルギー需要の創出 

新規 

再生可能 
エネルギー 

苛性ソーダ 

LNG 

海外 

余剰エネルギーの調整 
としての水素の製造 

新規 

国
内 

国
内 

CO2フリー 

施策 施策 施策 

施策 

水素源 水素の輸入基地 水素の利用 

研究開発 

改質・精製 

水素の製造・貯蔵・輸送の効率化、用途開発、 

保安関連技術の向上、エネルギー効率向上 

余剰電力の電気分解 

液化水素 

水素還元・脱硫 

産業用エネルギー 

発電所（混焼） 

産業用途 

水素ステーション 

中央研究所 

技術・エンジニアリング本部 

社外のパートナー企業 

担い手 Target 

提供：川崎重工業株式会社 

提供：JAXA 

提供：川崎重工業株式会社 

褐炭＋CCS 

新規 
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①水素事業の拡大 

 

水素 
エネルギー 
フォーラム 
開催 
 

 

ハイドロジェンカウンシルへの参画 
 

「日本水素ステーションネットワーク合同会社」
（JHyM（ジェイハイム））への参画 

６）事業戦略   ②産業ガス・機械事業 
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①水素事業の拡大 

中東での事業提携の検討 水素社会構築技術開発事業
（福島水素PJ） 

2月3日 読売新聞（大阪版）1面 

2月4日 日本経済新聞 7面 

2月4日 読売新聞 4面 

６）事業戦略   ②産業ガス・機械事業 

【出展：東芝エネルギーシステム㈱】 
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1,200  
1,450  

2017年度   2020年度 

②エアセパレートガスの拡販および機械事業の拡大 

産業ガス 機械 

総合エネルギー事業 
マテリアル事業 
自然産業事業 

相乗効果 
の発揮 

連携 

連携 連携 

ニーズの 
取り込み 

成長市場・大手顧客 

取引強化 

＜ｴｱｾﾊﾟﾚｰﾄｶﾞｽ及び機械事業売上高の計画＞ 
ガス＆ロボット戦略 

６）事業戦略   ②産業ガス・機械事業 

億円 

・成長市場（電子部品、自動車部品、光ファイバー等）に向けた 
 エアセパレートガス・産業用ロボット・自動化設備の拡販 
・他事業との連携による大手顧客取引の拡大 
・日系企業の海外進出を契機とした新規取引の獲得 
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2015年度 2016年度 2017年度 2020年度 

③ヘリウム事業の収益力強化 

・製造拠点の増強・強化による国内外での直売強化       
・コンテナ投資による安定供給能力の強化 
・コンテナ管理システムの活用による顧客サービス向上とコストダウン 
 

新規製造拠点 
既存製造拠点 

 国内 
 つくば・横須賀の２拠点を統合、 
 東京新ヘリウムセンター設立 
（2019年度） 

 →製造能力は1.3倍へ 

ヘリウム直売数量の推移（国内外） 

６）事業戦略   ②産業ガス・機械事業 

西安に新センター増設
（2019年度） 

東南アジア全域に 
おける拡販 

海外 
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④海外事業の拡大 

６）事業戦略   ②産業ガス・機械事業 

中国 
自動車関連・電子部品業界向け 
エアセパレートガス・炭酸ガス 
事業の拡大 

フィリピン 
電子部品業界向け 
ＡＳＵオンサイト事業の拡大 

インドネシア 
エアセパレートガス・ 
炭酸ガス事業の拡充 

インド 
光ファイバー業界向け 
ヘリウム拡販 

ＡＳＥＡＮ地域全域 
半導体製造装置拡販 

中国・東南アジアの成長産業への積極的な投資による事業規模拡大 

欧米の産業ガスディーラーの買収、メーカーとの提携による事業展開推進 

中国、台湾、韓国 
半導体業界向け 
ＣｌＦ3の拡販 
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1,351 
1,600 1,790 

2017年度 2018年度 

予想 

ＰＬＡＮ20 

計画値 

43 
46 

52 

2017年度 2018年度 

予想 

ＰＬＡＮ20 

計画値 

（億円） 

（億円） 

６）事業戦略   ③マテリアル事業 

主な戦略 

①新規事業の拡大 
 ・バイオマス事業（ＰＫＳ） 
  （販売数量） 
  2017年度 11万トン ⇒ 2020年度 50万トン 
 （売上） 
  2017年度 12億円 ⇒ 2020年度 64億円     
 ・低環境負荷ＰＥＴ樹脂（アルミ・バイオPET樹脂） 

 （売上） 
  2017年度 11億円 ⇒ 2020年度 100億円 
 ・ＥＶ関連等電池材料 
 （売上） 
  2017年度 65億円 ⇒ 2020年度 140億円 
 ・ナノニッケル 
  マイクロ波化学㈱と資本業務提携 

 

②海外事業の拡大 
 ・東南アジアでの金属加工事業拡大 
 （売上）2020年度 50億円 

売上高 

営業利益 
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1.8 
11 

100 

2016年度 2017年度 ・・・・・・  2020年度 

6 
12 

64 

2016年度 2017年度 ・・・・・・  2020年度 

バイオマス事業（ＰＫＳ） アルミ・バイオPET樹脂 
－環境に優しいPET－ 

アルミ・バイオＰＥＴ樹脂売上高  
（億円） 

ＥＶ関連等電池材料 

2020年度  

売上  140億円 
  

ナノニッケル マイクロ波化学㈱と資本業務提携 
⇒「マイクロ波」技術による 
  最先端セラミックスコンデンサ向けの均一なナノ材料の実現へ 

2020年度  

販売数量 50万トン 

売上        64億円 

2020年度  

売上  100億円 
 

①新規事業の拡大    

バイオマス（ＰＫＳ）売上高  
（億円） 

13 

65 

140 

2016年度 2017年度 ・・・・・・  2020年度 

ＥＶ関連等電池材料売上高  
（億円） 

次の成長に向けて・・・ 

６）事業戦略   ③マテリアル事業 
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②海外事業の拡大   

2020年度 売上 50億円 東南アジアでの金属加工事業拡大  

メーカー機能拡充   

＋ 

エアコン・冷蔵庫・食洗機・給湯器市場 

・ワイヤー加工 
・表面コーティング 

既存機能 

自動車・バイク部品市場 

既存市場 

対象市場の拡大  

（加工例） 

  ファンガード 食洗機棚網 熱交換器用
部品 

シート枠組み ボンネット部品 

× 

６）事業戦略   ③マテリアル事業 

・ロボット拡充による自動化推進 

・パイプ・溶接・３Dベンド加工                        
                           etc… 

新機能 

【製造拠点】 
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303 
350 380 

2017年度 2018年度 

予想 

ＰＬＡＮ20 

計画値 

13 14 
16 

2017年度 2018年度 

予想 

ＰＬＡＮ20 

計画値 

（億円） 

（億円） 

６）事業戦略   ④自然産業事業 

主な戦略 

①国内外での冷凍食品の拡販 
（販売数量） 
 2017年度 38千トン ⇒ 2020年度 55千トン 
  

 ・独自の冷凍技術の活用 
 ・パートナーとの協業による商品開発    

 
 

②種豚シェアの拡大 
（国内シェア） 
 2017年度 12％ ⇒ 2020年度 20％ 
  
 ・大手顧客への拡販 
 ・顧客の農場生産管理支援サービスの拡充 
 

 

売上高 

営業利益 
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国内種豚シェア 

②種豚シェアの拡大 ①国内外での冷凍食品の拡販 

冷凍食品販売数量 
 

38千トン ⇒ 55千トンへ 

12％ 

⇒ 20％へ 

・仕入ソースの多様化 
・海外販売の強化 

・独自の冷凍技術の活用 
・パートナーとの協業による商品開発 
   
 

・大手顧客への拡販 
・顧客の農場生産管理支援サービスの拡充 

６）事業戦略   ④自然産業事業 
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６）事業戦略 セグメント別 営業利益増益額 

271 

315 

2017年度                 ＰＬＡＮ20 

計画値 

総合エネルギー 
事業 

産業ガス・機械
事業 

マテリアル 
事業 

その他 

（億円） 

+23 +7 
+8 

+2 +0 

自然産業 
事業 
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ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に貢献する企業運営 

７）環境・社会・ガバナンスへの取り組み強化 
       

環境 

社会 
 

企業統治 

水素・バイオマス 
低環境負荷ＰＥＴ樹脂 

ＣＯ２削減 

総合エネルギー、 
産業ガス・機械事業 

産業・地域インフラを 
安心・安全に支える 

労務管理・ 
コンプライアンス・ 
保安体制の強化 

クリーン 

エネルギー 

健康と

福祉 

住みよい

町づくり 

気候 

変動 

技術

革新 

成長と

雇用 
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将来にわたる部分につきましては、予想に基づくものであり、確約や保証を与えるものではございませ
ん。当然のことながら、予想と違う結果と成ることがあることを十分にご認識の上ご活用ください。 

岩谷産業株式会社 経営企画部 ＩＲ担当 

TEL：06-7637-3470    FAX：06-7637-3333    Ｗｅｂサイト：http://www.iwatani.co.jp 

お問合せ先 


